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あ と が き

↑台土庄現地調査では、多くの成果があったと思う。志登地区では小字ではなく、通

称地名として、ユウジャクが検出された。その結果、小字名とあわせ、中世地名であ

る地頭給、用作などがいくつか、糸島平野の低地に等高線に平行するかのように同様

の地形上に検出された。背振山系からの末端にわき出る豊富な湧水の利用もあれば、

河川の利用もあるが、中世当時の耕地の開発形態を示している。板持地区では天保の、

志登地区では慶長の検地帳をもとにしての地名の収集作業が行われた。この作業を通

じて前者では五の坪、六の坪など、後者では詫摩文書記載の片福、横枕など小字にな

い地名が検出された。周辺の名の故地もいくつかが推定可能になった。

九大移転予定地元岡地区や、元岡と同様に今津干潟に面していた田尻地区では、明

治～大正期にかけてという、きわめて早期に耕地整理が行われていた。それ以前の旧

耕地状況の復原は絶望的かと思っていたが、今回明治期の地籍図の存在が明らかにな

り、閲覧・複写できた。また地価帳に記された耕地などの等級によって、良田と悪田

の分布状況が明らかになり、開発の過程を追跡することも可能になった。これらの作

業を通じて元岡でも名が復原された。中世文書に登場する「六郎丸」名の六郎丸とい

う地名は、この明治地籍図の中にしか残っていなかった。

こうしたいくつもの成果が得られて、↑台土圧研究を前進させることができた。その

ことが今回速報というかたちででも、調査報告を公表したいと考えた理由であるO 速

報というにはいささか公刊時期が遅くなったかも知れない。実はこの問、成果を地図

の印刷物として公刊できる道を模索してみたが、助成が得られず断念した。本報告で

は地図は手製の複写を 8ヵ所の公共図書館（九大六本松、九大総合く箱崎〉、九大文

学部、福岡県立、福岡市立、国立国会の各図書館、前原市中央公民館（予定）、志摩

町歴史資料館）に送付する分、および本研究室保存分（ 2部）に添付することとし、

今後恰土圧現地調査を実施される人たちの便宜を図ることとした。基礎的な調査用の

地図として機能しうるものと考えるO

調査地域はまだまだ少なく、今後の調査の充実を図らねばならないが、それは今後

の課題としたい。本報告書が恰土庄の現地を通じての荘園史研究に、あるいはまた全

国各地の荘園村落調査に役立つことができれば幸いである。

最後になったが、学生たちの訪問を快く受け入れてくださった各地域の皆さん、そ

して地元教育委員会には厚くお礼申し上げたい。またなれぬ調査をがんばった学生・

院生の諸兄姉、そして編集・校正および多数の地名地図の作成に当たった1998年度リ

サーチ・アシスタント（研究助手）の前原茂雄氏にも心より感謝したい。
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